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平成２５年１１月１８日 

都市整備部公園緑地課 

 

阿波岐原森林公園市民の森の指定管理者候補者の選定について 

 

阿波岐原森林公園市民の森の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を選定し

ました。 

なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、平成２５年１２月議会で可決された場

合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営にあたることとなります。 

 

1.指定管理者候補者の概要  

(1)団体等の名称  

一般財団法人みやざき公園協会 

 

(2)代表者名  

理事長 吉田 晋弥 

  

(3)主たる事務所の所在地 

 宮崎市鶴島２丁目１０番２５号  

 

(4)設立年月日 

 昭和３７年１１月１７日  

 

(5)設立目的  

 県の施策に協力するとともに、広く県民の花・みどりに対する啓発普及を推進するた

めの活動を行い、併せて宮崎県内の都市公園その他施設等の管理運営、公共緑地の維持

管理、造園工事等の事業を行い、県民の福祉の向上に寄与することを目的とする。 

 

(6)事業概要  

１ 花・みどりに関する啓発、推進及び支援事業 

２ 花・みどりに関する植物の調査及び研究事業 

３ 環境緑化事業 

４ 観光に関する振興及び支援事業 

５ 公園、その他施設等の管理運営事業 

６ 公共緑地等の維持管理及び造園、土木等の工事事業 

７ 修景工事等の設計及び施工管理事業 

８ 農業生産販売事業 

９ 都市計画及び地方計画並びに造園に関するコンサルタント事業 

ホームページ用 
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１０ 測量事業 

１１ 売店、駐車場、レストラン等の経営 

１２ 前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業 

１３ その他この法人の目的達成に必要な事業 

 

(7)資本金又は基本財産  

５，０００，０００円  

 

(8)従業員数 

１０４人  

 

2.指定期間（予定） 

平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで（５年間） 

 

3.施設及び業務の概要  

(1)施設概要 

①施設名 

阿波岐原森林公園（市民の森） 

②所在地  

宮崎市阿波岐原町産母１２８ 

③施設規模等  

敷地面積 ２９．３ｈａ 

施設概要 西園（はなしょうぶ園、梅園、椿園、運動広場、憩いの池、売店、管理事

務所） 

東園（アジサイの道、御池、健康遊具広場） 

 

(2)業務概要  

①公園の貸出に関すること。 

②公園施設の維持及び保全等に関すること。 

③公園の管理運営に関して市が必要と認める業務に関すること。 

 

(3)現在の管理方法 

指定管理者 株式会社馬原造園建設 

（平成２１年４月１日から平成２６年３月３１日まで） 

 

4.事業計画の概要 

 (1)管理運営に対する基本方針 

①法や条例、規則等を守り、市民の平等な利用を確保 

・地方自治法の趣旨に則り、正当な理由のない限り市民等の利用を拒まないこと
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及び特定の個人団体を優先することのないよう、行政の代行者として管理運営を

行う。 

・宮崎市都市公園条例等及びユニバーサルデザインの考え方等を理解し、すべて

の人に可能な限り最大限使いやすい公園づくりに取組む。 

 

②マニュアル整備により、公平、公正で平等な利用を促進 

・多様な人たちの利用に対して、受付業務、利用調整、苦情、意見及び要望への

対応等、あらゆる場面において常に公平・公正・平等に対応できるようにマニュ

アルを整備して職員教育を充実し、相手の立場を最大限尊重した管理運営を行い、

質の高いサービスを提供する。 

 

③市が示す管理の基準を満たした上で、創意工夫を図り、効果的・効率的に管理 

・公園施設の貸出に関する業務についてＩＴ環境を充実させた情報発信、受信に

努める。 

・公園施設の維持及び保全に関する業務について、はなしょうぶの有機栽培、長

寿命化を念頭においた予防・保全を重視した施設の保守管理に努める。 

 

 (2)要望、意見、苦情への対応 

①苦情等への対応は、平等かつ公平を前提に、内容に応じて適切に対応 

・公園に寄せられる要望、意見、苦情には、平等・公平に対応する。 

・苦情等への対応はワンデイレスポンスに努める。 

・案内板にメールアドレス及びＱＲコードの掲示、アンケートボックス設置等の

意見収集の環境を整える。 

 

 (3)利用者サービスの向上、利用促進についての考え方 

①利用者サービスの向上について 

・心のこもった接客 

・ユニバーサルサービスの提供（バリアフリーやベビー情報マップの作成、英語

表記リーフレットの作成、車椅子貸出、筆談ボード設置） 

・使いやすい情報の発信（ホームページのスマートフォン対応版作成、パークガ

イドをホームページから取得可能にする。） 

 

②利用促進について 

・常に安全、安心、快適な環境づくり（清掃回数増、「トイレに一輪の花」運動） 

・地域住民をターゲットとした企画（夏休み自然観察会、スピリチュアルヨガ教

室、梅まつり、梅の実教室等） 

・効果的な広報戦略（記者投げ込み、協会のネットワークを活かした情報発信等） 

 

(4)施設の効用を最大限に発揮できる提案について 
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①ネットワークを活かした「はなしょうぶまつり」の集客事業 

・地域一帯となって「日本一早いはなしょうぶまつり」をアピールする。 

・新たなイベント、サービスを充実させる。（ライトアップ、神話の語りなど） 

・企業ＣＳＲ（協賛金）によって資金を確保する。 

 

②苗圃を活用し、専門技術を活かした「イペープロジェクト」    

・本公園から「花のまち・みやざき」を発信する。 

・ボランティアと共に「イペー」を栽培、無料で市民に配布する。 

・事業に掛かる費用は、企業ＣＳＲ（協賛金）によって確保する。 

 

③本公園の魅力と専門性、経験を活かした自主事業を行う。 

・「好隣梅」「月知梅」と連携し、梅の名所として「梅まつり」 

・「花」「御池」「松林」等を活かした全 12 事業を企画 

 

④花みどり技術と経験を活かした植栽・施設管理を行う。 

・計画性のある維持管理を行う。 

・環境保全を目的とした松林の管理も適正に行う。 

・植栽の管理は、現場の気象条件に適した最も効果的で効率的な計画を立てる。 

・「はなしょうぶ」や「梅」、「椿」、「紫陽花」など、植物それぞれの専門的な管理

を行う。 

・安全性と快適性の確保を最優先とした施設管理計画とする。 

 

(5)経費削減に関する提案 

・一ツ葉地域の複数の施設を一体的に管理することで管理効率を大幅な向上が見込め

る。（県立阿波岐原森林公園、国際海浜エントランスプラザ、阿波岐原森林公園（市

民の森）） 

 

(6)管理運営体制 

・所長以下５名（現在の体制と比較し、１名の削減） 

・スタッフは公園緑地管理の実務経験者を配置し、所長は公園管理運営士の資格保有

者を配置する。 

 

 (7)事業計画の実現可能性 

①ボランティア組織の立ち上げと、多様な団体とのネットワークの継続 

・管理運営のあらゆる面で、多様な機関と連携する。 

・公園内や苗圃で活動する２つのボランティアを立ち上げる。 

・各地域団体の活動に協力し連携する。 
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②市と共通認識のもとに綿密な連携体制 

・公園緑地課と日常的に連携体制を整える。 

・市の施策に即応できるよう情報収集に努める。 

・市の各種事業へ積極的に参加する。 

 

③より多くのニーズを把握する体制と確実なサービスの質の向上 

・多様な手段を充実させてニーズを把握する。 

・業務に反映させ、スパイラルアップにより確実な向上を目指す。 

 

(8)類似施設の運営実績 

①指定管理者としての実績 

 ・萩の台公園 ・宮崎市国際海浜エントランスプラザ ・宮崎みたま園 

 ・宮崎市久峰総合公園及び佐土原武道館 ・宮崎市佐土原町域社会体育施設 

 ・宮崎県総合運動公園（有料公園施設を除く）及び県立青島亜熱帯植物園 

 ・特別史跡公園西都原古墳群 ・みやざき臨海公園及び県立阿波岐原森林公園 

 

(9)申請者の安定性、信頼性 

①法人（団体）の財務状況について 

事業主体である一般財団法人みやざき公園協会は、収益性が高く、良好で健全

な財務状況である。 

 

 (10)災害及び緊急時の対応、危機管理及び安全管理に対する対応 

①マニュアルの整備と訓練、研修による緊急時の適切な対応 

・事故発生時は、マニュアルに従い、迅速・的確に対応する。 

・災害発生時は、「緊急時連絡体制」にて対応する。 

・事故後は、マニュアルに反映させる。 

・全職員は、講習などを受講し、防災訓練を行う。 

・万一事故が発生した場合には、早期に発見、解決できるようにする。 

 

②毎日の巡視、利用者からの通報による危険箇所の把握 

・事前にハザードを把握する。 

・巡視は毎日行い、毎日情報共有する。 

・利用者とのコミュニケーションを図り異常情報を早期に把握する。 

・協会本部に集まる複数公園の情報を共有し、予防する。 

 

③マニュアル整備による公園施設や作業環境の安全確保 

・施設の定期点検は、「施設点検マニュアル」に従い、独自の点検シートで行う。 

・電気や水道設備の故障は「即日復旧」を目指す。 
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・「作業安全マニュアル」によって、職員の作業環境の安全確保を図る。 

 

 (11)環境に配慮した施設管理 

①都市公園の緑の役割を認識し、健全な緑を保つ。 

②ビオトープ施工管理士により、環境負荷の軽減に努める。 

③環境対策マニュアルに基づいて取り組む。 

④「エコアクション２１」認証登録 有効期限：平成２７年２月１４日 

 

 (12)障がい者の就労支援への対応 

①協会における障がい者の実雇用率は 5.1％であり、今後も事業展開により、雇用を

推進する。 

 

※ 上記の事業計画は、あくまで指定管理者候補者から選定に当たり示された内容であり、

実際に行う事業の計画は、指定後に市と当該団体との間で協議の上、決定します。 

 

5.収支計画の概要 

 ■収入                                 （単位：千円） 

項 目 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ５ヵ年合計 

指定管理料 31,136 30,531 30,427 30,297 30,617 153,008 

そ の 他 0 100 100 100 100 400 

収入合計 31,136 30,631 30,527 30,397 30,717 153,408 

 

■支出                                 （単位：千円） 

項 目 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ５ヵ年合計 

人 件 費 13,827 14,082 14,188 14,486 14,828 71,411 

維持管理費 6,872 6,381 6,307 6,019 6,019 31,598 

委 託 料 4,903 4,706 4,585 4,463 4,396 23,053 

事 務 費 1,087 1,087 1,087 1,087 1,087 5,435 

管 理 費 2,965 2,917 2,907 2,895 2,925 14,609 

公租公課 1,482 1,458 1,453 1,447 1,462 7,302 

支出合計 31,136 30,631 30,527 30,397 30,717 153,408 

・指定管理料の削減（市の指定管理料５ヵ年分の上限額と指定管理料５ヵ年分の提案額の

比較 ８，５１７千円（５．３％）削減） 

・職員の効率的配置による人件費削減（平成２４年度実績比４，０８８千円（２２．８％）

削減） 

※ 上記の収支計画は、現行の消費税率に基づき、指定管理者候補者から選定に当たり示

された内容であり、最終的な収支計画（指定管理料を含む。）は、指定後に市と当該団体
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との間で協議の上、指定管理業務の期間に応じて適用される消費税率に基づいて決定しま

す。 

 

6.選定結果の概要  

(1)公募の概況  

①応募団体 ３団体 

 

②募集日程  

要項及び申請書類様式の配布     平成２５年７月２５日  

募集に係る説明会          平成２５年８月２日 

第１回質問の受付          平成２５年８月８日～８月１２日 

第１回質問の回答          平成２５年８月１９日  

指定管理応募意思表示書等の受付締切 平成２５年８月３０日 

第２回質問の受付          平成２５年９月４日～９月６日 

第２回質問の回答          平成２５年９月１３日  

指定管理者申請書等の受付締切    平成２５年９月３０日 

ヒアリングの実施          平成２５年１０月２３日 

候補者選定に係る最終審議      平成２５年１０月２３日  

 

(2)宮崎市都市整備部公園緑地課所管施設指定管理者候補者選定委員会 

（敬称略）  

 役 職 等 

委員長 宮崎公立大学 教授 

委 員 宮崎市地域婦人会連絡協議会役員 

〃 公認会計士 

〃 宮崎市都市整備部長 

〃 宮崎市都市整備部公園緑地課長 

〃 宮崎市都市整備部都市計画課長 

 

(3)選定の概況  

ア 選定理由  

宮崎市都市整備部公園緑地課所管施設指定管理者候補者選定委員会において、申請

者からの応募書類及びヒアリングをもとに、「宮崎市公の施設に係る指定管理者の指定

の手続等に関する条例」で定める次の基準により、総合的に審査を行った。 

① 事業計画書に基づく当該施設の運営が市民の平等な利用を確保するものであるこ

と。 

② 事業計画書の内容が当該施設の設置目的を最も効果的に達成するものであること。 

③ 事業計画書の内容が当該施設の管理に係る経費の縮減を図るものであること。 
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④ 事業計画書に沿った管理を安定して行うための十分な能力を有しているものであ

ること。 

⑤ 安全管理に配慮した体制が示されていること。 

⑥ 環境保護及び障がい者の雇用等の福祉政策に取組んだ経営を行っていること。 

その結果、 

・ 管理運営に対する基本方針、市民の意見要望への対応、苦情処理の対応等によ

る市民の平等な利用の確保がされていること。 

・ 施設の効用を最大限に発揮できる提案、利用者サービスの向上、利用促進につ

いての提案、さまざまな自主事業により利用者の増加が期待されること。 

・ 一ツ葉地域の複数の施設を一体的に管理することで、従来よりも少ない職員（１

名減）と指定管理料（▲８，５１７千円）で、これまで以上に高いレベルのサ

ービス提供が期待できること。 

・ 類似施設の管理実績が豊富であり、指定期間中の安定的な運営を行えるだけの

財務基盤を持つこと。 

・ マニュアルの整備による災害及び緊急時の対応、危機管理及び安全管理に対す

る対応が十分行えること。 

などの理由から、一般財団法人みやざき公園協会が、当該選定基準に最も適合して

いると認められたため、当該団体を指定管理者候補者に選定した。 
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イ 審査結果一覧  

 

審査項目 配点 

候補者 

一般財団

法人みや

ざき公園

協会 

団体Ａ 団体Ｂ 

事業計画書に基づく当該施設の

運営が、市民の平等な利用を確保

するものであること。 

180 130 131 116 

事業計画書の内容が当該施設の

設置目的を最も効果的に達成す

るものであること。 

270 200 205 184 

事業計画書の内容が、当該施設の

管理に係る経費の縮減を図るも

のであること。 

180 157.6 151.2 159.0 

事業計画書に沿った管理を安定

して行うための十分な能力を有

しているものであること。 

330 252 232 214 

安全管理に配慮した体制が示さ

れていること。 
180 126 124 118 

環境保護及び障がい者の雇用等

の福祉政策に取組んだ経営を行

っていること。 

60 45 44 39 

合 計 1,200 910.6 887.2 830.0 

【参考】提案金額５ヵ年総額（単位：千円） 153,008 161,000 150,200 

 


